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プロローグ：小樽運河保存運動から学んだこと
□何を過去から受け継ぎ、何を加えていくのか
□ 景観は、人が関わることによって意味が生まれる
□ 優れた景観は人を育てる力がある

第１章　武蔵野市の景観の今を「地形と歴史」から読む
□ 武蔵野市の景観の基盤となったのは台地の地形
□ 武蔵野村が誕生したときの原風景の面影を探す
□ 武蔵野市の３つ顔：吉祥寺駅、三鷹駅、武蔵境駅
□ 成蹊学園や市役所周辺の緑の景観は震災や戦災を経て

第２章：市民との協働で守り、育て、つくった緑の景観
□ 急激な宅地化で失われた緑を取り戻す
□ 玉川上水の景観を守った市民運動
□ 緑豊かな緑地は市民との協働作品

第３章：武蔵野市にふさわしいにぎわいの景観をつくる
□ 文字より五感で引きつける　□ 内と外の中間を大切に
□ たたずむ場がある

第４章：心地よい景観をつくる作法
□ 関係を意識してつなげる　□ 周囲に馴染ませる
□ 先人に敬意をはらう　　　□ 景観のお世話をする

エピローグ：古桜小路でのエピソード

この通信は武蔵野市の「景観まちづくり」に関するさまざまな情報をお知らせし、
地域の皆さまをはじめ多くの方々に知ってもらうためのニュースです。

　2015年４月25日（土）にスイングホー

ル スカイルームにて、ワークショップ第

１回「オリエンテーション～景観の読み解

き方を知ろう～」を開催しました。

　前半は、石塚雅明先生（石塚計画デザイ

ン事務所）によるレクチャー「景観の読み

解き方を知ろう」でした。

　先生がこれまで長年関わってきた小樽の

まちづくりや、現在の武蔵野市の景観はど

のように形成されてきたか、また心地よい

景観をつくるにはどんな工夫や作法が考え

られるか、といった内容をわかりやすくお

話いただきました。

　武蔵野市の景観が千川上水や玉川上水、

五日市街道などの軸を中心に形成されてき

た経緯や、吉祥寺駅、三鷹駅、武蔵境駅が

できたことによる「顔」としての景観の成

り立ち、成蹊学園周辺のケヤキ並木など、

武蔵野市の豊富な緑は関東大震災や戦後か

ら育まれたものであること、玉川上水や境

山野緑地などは市民の力で守られてきたこ

となどのお話をいただきました。

　また、心地よい景観をつくる作法として

は、隣接する敷地同士での協調した庭づく

りや、庭の緑を三軒つなげる三軒効果、通

り沿いに交互に緑を設けるジグザグ効果な

どのお話をいただきました。

　参加者の皆さんからは「新しいまちの見

方を発見しました」「地域のことでも知ら

ないことが多く、勉強になりました」「ま

ちの景観は過去、今、未来の人の共同作品

だという言葉が印象に残った」といった感

想をいただきました。

前半レクチャーのようす

レクチャーのレジュメ
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Facebookページもオープンしました！　https://www.facebook.com/musashinoscape

　後半はグループに分かれて「自分が考える武蔵野市らし

い景観」や「自分のお気に入りのスポット」を参加者同士

で語り合いました。井の頭公園や武蔵野プレイスなどのよ

く知られている場所だけでなく、ガイドブックなどには載

らないような場所も挙げられて、たくさんのご意見をもと

に１枚の大きなガリバーマップをつくりました。

境山野緑地や玉川上水、集合
住宅の空地部分の緑など、水
と緑についての意見が多く挙
げられました。また、武蔵野
プレイスについて、建物、広場、
イチョウ並木、人の活動など、
多様な魅力があるという意見
が挙げられました。

市役所前の桜並木や成蹊学園
周辺のケヤキ並木などの緑の
景観や、千川上水の水辺の景
観が多く挙げられました。ま
た、緑町の昔ながらの商店街
にある、銭湯の煙突や古い商
店なども特徴的な意見として
出されました。

ハーモニカ横町や七井橋通り
など、駅周辺の商店街のにぎ
わいについて多くの意見が挙
げられた他、井の頭恩賜公園
のまとまったみどりや商業地
を取り囲む静かな住宅地など
もお気に入りスポットとして
多く挙げられました。

　武蔵野市らしい景観として、
公園や並木、住宅地の庭など、
市内全域にたくさんの緑がある
ことが最も多く挙げられました。
また、商業地や公共施設がつく
るにぎわいからも武蔵野市らし
さが想起されるという意見も挙
げられたました。また、地域の
人々が景観を大切に守り育てて
きたことも、武蔵野市らしい景
観の形成につながったという意
見も出されました。

後半グループワークのようす

ガリバーマップ

（付箋の色は赤：にぎわい、青：緑と水、黄：その他を表しています）

武蔵野市らしい景観

お気に入りのスポット（ガリバーマップ）

武蔵境地域 中央地域 吉祥寺地域

今後は、農と緑・商業地・住宅地をテーマとした
まち歩きを通じて武蔵野市の魅力的な景観を発見
し、「むさしのマップ展」の開催に向けてガリバー
マップをバージョンアップさせていきます。

今後の進め方


